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●国民健康保険料（第２期）●国民年金保険料

中
野
久
木
保
育
所
父
母
会
主
催
の
�
夏
ま
つ
り
�
の
様
子
。
手

づ
く
り
の
み
こ
し
を
力
を
あ
わ
せ
て
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
　
ワ
ッ
シ

ョ
イ
　
」
右

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
も
大
は
し
ゃ
ぎ
下

日
本
は
、
世
界
に
例
を
見
な
い
勢
い
で
少
子
・
高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
い
ま
す
。

と
り
わ
け
少
子
化
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ま
ま
進
む
こ
と
に
な
れ
ば
将
来
、
労
働
人

口
の
減
少
な
ど
、
産
業
や
経
済
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
少
子
化
対
策
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
に
は
、

社
会
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

少
子
化
の
進
行

一
九
九
七
年
の
出
生
数
は
、
前

年
を
を
や
や
下
回
り
、
一
九
七
四

年
以
降
の
減
少
が
依
然
と
し
て
続

い
て
い
ま
す
（
図
１
参
照
）。
ま

た
、
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む
子

ど
も
の
数
を
示
す
合
計
特
殊
出
生

率
も
一
九
九
四
年
は
一
・
五
人
と

前
年
（
一
・
四
六
人
）
に
比
べ
て

や
や
増
加
し
た
も
の
の
、
一
九
九

八
年
に
は
一
・
三
八
人
と
再
び
低

下
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
け
る

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
一
九
九
八

年
で
は
、
一
・
三
一
人
で
、
県
平

均
（
一
・
二
六
人
）
を
上
回
っ
て

は
い
ま
す
が
、
全
国
平
均
（
一
・

三
八
人
）
を
下
回
っ
て
い
ま
す

（
表
１
参
照
）。

ま
た
、
本
市
の
〇
歳
か
ら
十
四

歳
の
子
ど
も
の
数
は
、
表
２
の
と

お
り
一
九
九
〇
年
以
降
は
減
少
し

て
お
り
、
逆
に
、
総
人
口
は
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
明
ら

か
に
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
を

示
し
て
い
る
も
の
で
す
。

楽
し
く
子
育
て
を

す
る
た
め
に

少
子
化
は
、
晩
婚
の
男
女
の
数

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
子
育

て
に
対
す
る
経
済
的
・
心
身
的
負

担
が
大
き
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

少
子
化
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

単
に
子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
い
る

こ
と
だ
け
に
目
を
向
け
る
の
で
は

な
く
、
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る

社
会
・
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
着
目
す
る
こ
と
も
大
切

な
こ
と
で
す
。

女
性
の
職
場
進
出
が
増
え
る
一

方
、
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
が
難

し
い
と
考
え
て
い
る
方
、
子
育
て

に
つ
い
て
不
安
や
悩
み
を
持
つ
方

も
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
国
で
は
「
エ
ン
ゼ

ル
プ
ラ
ン
」、
県
で
は
「
千
葉
県

子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
子

育
て
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
市
で
も
、
子
ど
も
の
健
全
な

成
長
と
子
育
て
を
支
援
し
て
い
く

た
め
の
指
針
と
な
る
「
流
山
市
児

童
育
成
計
画
（
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ

ン
）」
を
策
定
中
で
す
。

子
ど
も
は
、
か
け
が
え
の
な
い

財
産
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
の
び

の
び
と
育
ち
、
親
が
安
心
し
て
楽

し
く
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
社

会
全
体
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ

と
が
、
少
子
化
対
策
の
出
発
点
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

表 1 合計特殊出生率の推移（国、県、市） 表 2 年齢別および割合の推移（流山市）

図 1 出生数と合計特殊出生率の推移（国）
真夏の太陽が容赦なく照りつけ、気温をぐ
んぐん上げていきます。そんな暑い日には、
プールでひと泳ぎ。泳いだあとの爽快感がな
んともいえません。市内３か所にある市民プ
ールも夏休みに入り毎日大にぎわいです。市
民プールで夏休みの思い出をたくさんつくっ
てください。
□問社会体育課�59－１２１２

●８月１日～９月３日
①１回目…10：00～11：30
②２回目…12：30～14：00
③３回目…14：30～16：00
④４回目…16：30～18：00
※９月１日・２日は②③のみ
※８月６日は流山市民プールのみ閉鎖
【料　金】 高校生以上 100円

小・中学生 50円

北部・流山・東部市民プールの開放時間等

市民プールは子どもたちで大にぎわい

今
月
十
五
日
は
「
終
戦
記
念
日
」。

戦
争
で
尊
い
生
命
を
失
っ
た
多
く

の
人
々
に
深
い
哀
悼
の
意
を
表
し
、

人
類
の
平
和
を
願
う
日
で
す
。

時
代
は
、
軍
縮
、
核
兵
器
廃
絶
へ

向
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
地
球
上
に
は
、
悲
し

い
こ
と
に
、
い
ま
な
お
地
域
紛
争

な
ど
が
続
い
て
い
ま
す
。

広
島
と
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
て
か
ら
、
半
世
紀
余
の
年

月
が
流
れ
ま
し
た
。
戦
後
の
復
興

は
目
覚
ま
し
く
、
終
戦
直
後
の
日

本
の
姿
は
、
今
や
見
る
影
も
な
く

繁
栄
し
た
社
会
が
築
か
れ
、
戦
争

が
も
た
ら
し
た
悲
劇
は
、
私
た
ち

の
記
憶
の
中
か
ら
消
え
去
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
悲
惨
な
戦
争
を
二

度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
平
和
の

大
切
さ
や
、
生
命
の
尊
さ
を
記
憶

の
中
に
し
っ
か
り
と
留
め
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
思

い
を
受
け
て
市
で
は
、
昭
和
六
十

二
年
に
恒
久
平
和
を
願
い
「
平
和

都
市
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
争
や
被
爆
の
体
験
を

語
り
継
ぎ
、
平
和
の
大
切
さ
を
改

め
て
考
え
て
い
た
だ
こ
う
と
、
こ

と
し
も
平
和
施
策
事
業
を
展
開
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
平
和
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
夏
休
み
親
子
ビ
デ
オ
上
映
会
】

▽
日
時
＝
８
月
５
日
�
14
時
〜

15
時
20
分
▽
場
所
＝
森
の
図
書

館
▽
上
映
ビ
デ
オ
＝
①
「
は
と
よ

ひ
ろ
し
ま
の
空
を
」
②
「
サ
ヨ
ナ

ラ
は
お
乳
の
匂
い
」
※
①
②
と
も

ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
▽
入
場
料
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

※
先
着
１
０
０
人
に
記
念
品
贈
呈

【
平
和
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
展
】

▽
期
間
＝
８
月
５
日
�
ま
で
▽

場
所
＝
森
の
図
書
館
▽
入
場
料
＝

無
料□問

企
画
調
整
課
�
50
―

６
０
６

４

今回上映の
ビデオ

平和都市宣言
私
た
ち
は
、
平
和
と
繁
栄
を
市
民
憲
章
に
う
た
い
、

「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
文
化
都
市
」
流
山
の
実
現
を
め
ざ

し
て
い
る
。

私
た
ち
の
国
は
、
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
の
被
爆
国
と
し

て
、
広
島
・
長
崎
の
い
た
ま
し
さ
と
被
爆
者
の
苦
し
み
を

す
べ
て
の
人
び
と
に
訴
え
、
人
類
共
通
の
願
い
で
あ
る
恒

久
平
和
を
達
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
た
ち
は
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
精
神
に
の
っ
と
り
、

武
力
に
よ
る
紛
争
を
な
く
し
非
核
三
原
則
を
ま
も
り
、
す

べ
て
の
核
兵
器
を
す
て
る
こ
と
を
訴
え
、
世
界
平
和
確
立

の
た
め
、
こ
こ
に
平
和
都
市
を
宣
言
す
る
。

昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日

流
山
市

！！

！！
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企
画
展
開
催
中
の
市
立
博
物
館
も
見
学
先
の
ひ
と
つ

毎
年
好
評
の
「
親
子
施
設
見
学

会
」
を
今
月
二
十
三
日
に
行
い
ま

す
。今

回
は
「
県
西
部
防
災
セ
ン
タ

ー
」
で
震
度
七
の
大
地
震
を
擬
似

体
験
し
た
り
、
消
火
器
の
使
い
方

を
学
ん
だ
り
す
る
ほ
か
「
さ
わ
や

か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
」
な
ど
を
見

学
し
ま
す
。

▽
期
日
＝
８
月
23
日
�
※
雨
天

決
行
▽
集
合
場
所
（
集
合
時

間
）
＝
文
化
会
館
（
９
時
）、
東
部

公
民
館
（
９
時
20
分
）
▽
見
学

先
＝
県
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
（
松

戸
市
）、
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ

ザ
（
柏
市
）、
市
立
博
物
館
（
企
画

展
開
催
中
）
▽
対
象
／
定
員
＝

小
・
中
学
生
と
そ
の
親
／
40
人

（
先
着
順
）
▽
持
ち
物
＝
昼
食
▽
申

し
込
み
＝
き
ょ
う
１
日
か
ら
電
話

で
秘
書
広
報
課
へ

□問
秘
書
広
報
課
�
50
―

６
０
６

３

所
有
農
地
に
関
す
る
実
態
調
査

を
、
き
ょ
う
一
日
現
在
で
行
い
ま

す
。
対
象
は
、
市
内
で
十
ア
ー
ル

（
小
作
地
含
む
）
以
上
の
農
地
を
耕

作
ま
た
は
所
有
し
て
い
る
方
。

こ
の
調
査
は
、
農
地
の
権
利
移

動
、
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登

録
、
農
業
者
年
金
の
受
給
な
ど
の

資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

各
農
家
組
合
長
を
通
じ
て
配
布

し
て
い
る
申
告
書
に
、
面
積
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
作
地
、
小

作
地
、
貸
付
地
別
に
記
入
し
、
八

月
五
日
ま
で
に
農
家
組
合
長
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
の
提
出
が
な
か

っ
た
り
、
記
入
漏
れ
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
各
種
証
明
書
の
発
行
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□問
市
農
業
委
員
会
事
務
局
�
50

―

６
１
０
２

秋
の
味
覚
を
ひ
と
足
先
に
い

か
が
―――
。

秋
の
味
覚
を
代
表
す
る
「
梨
」

と
「
ぶ
ど
う
」
の
も
ぎ
と
り
、

直
売
を
行
う
観
光
果
樹
園
が
、

市
内
九
か
所
で
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
流
山
で
実
っ
た
新

鮮
な
果
実
を
味
わ
っ
て
も
ら
お

う
と
、
市
観
光
果
樹
組
合
が
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

料
金
は
、
梨
が
一
キ
ロ
三
百

円
か
ら
、
ぶ
ど
う
が
一
キ
ロ
八

百
円
か
ら
。
な
お
、
天
候
や
品

種
に
よ
っ
て
は
、
も
ぎ
と
り
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
各
観
光
果
樹
園
へ
直
接
問

い
合
わ
せ
を
。

国民年金の納付の指導、免除の

助言、口座振替の勧奨などのため

に、国民年金検認指導員が、各世

帯を訪問しています。訪問は年間

を通じて行っており、土・日曜や

祝日も行っています。

なお、指導員は身分証明書を携

帯しています。

納付が困難な場合は、保険料の

免除制度もありますのでご相談く

ださい。

□問国保年金課�50－６１１０

「建設業退職金共済制度」は、

建設現場で働く人たちが、退職し

たときに退職金が支払われる制度

です。事業主は、最寄りの建退共

千葉県支部で配布している「共済

契約申込書」に必要事項を記入し、

提出してください。

□問建設業退職金共済千葉県支部

�０４３－２４６－７３７９

新規に雇用保険の受給手続きをされる方を対象に「雇用保険受給
手続電話相談」を千葉労働局で設置しました。

【相談内容】・どのような場合、雇用保険が受給できるか
・手続きをするとき、どのような書類が必要か
・どこで、手続きをすればいいのか
・県内の公共職業安定所（ハロ－ワ－ク）の場所
や、受け付け時間など
・妊娠、出産、病気などですぐに再就職できない
場合など

【相談時間】９時～１２時、１３時～１６時３０分
【相 談 日】月～金曜（土・日曜、祝日、年末年始を除く）
【電話番号】０１２０－７０－８６０９（通話料無料）
【そ の 他】この電話相談窓口は新規に雇用保険を受給しようと

する方に限ります。また、県内からの相談に限ります

中小企業が、事業の安定や振興のために必要な資金を
金融機関から借り入れする際、県信用保証協会では、公
的な立場から保証しています。
【対　　　象】
県内で同一事業を１年以上営んでいる中小企業

【融資限度額】
・一般保証による融資…２億５,０００万円
（うち、５,０００万円については、無担保扱
いの保証）

・特別小口保証による融資…１,０００万円
（無担保・無保証人）

【信用保証料】
１件当たり ５０万円以下 年０.５５％
〃 １００万円以下 年０.８０％
〃 １００万円超 年１.００％

□問 県信用保証協会�０４７－３６５－６０１０

夏休みの子どもの交通事故を防ぐため、「夏休み親子映画

会」を今月４日から市内６会場で開きます。

交通安全・児童福祉の啓発映画のほか、アニメなどの上映

も予定しています。親子で、ぜひ、ご来場ください。入場は

無料です。

日程は次のとおりです。

簡単な実験をしながら、親子で楽しくおもしろく科学を知っ

てもらおうと「図書館子供教室」を市内２会場で開きます。

▽期日＝８月25日�

▽テーマ＝「磁石で遊ぼう」��とも内容は同じ

▽対象＝市内在住の親子

▽申込方法＝きょう１日から電話で森の図書館へ（９時から受付開

始）

▽持ち物＝筆記用具、はさみ

□問森の図書館�52－３２００

今
月
23
日
に
親
子
施
設
見
学
会

夏
休
み
の
終
わ
り
に
思
い
出
づ
く
り

各世帯を訪問中

所
有
農
地
の
実
態
調
査
を
実
施

今
月
５
日
ま
で
に
提
出
を

場　　所

中央図書館�

�

10：00～12：00 40人（先着順）

森の図書館 14：00～16：00 50人（ 〃　）

時　　間 定員

「図書館子供教室」を開催

観
光
果
樹
園
オ
ー
プ
ン

秋
の
味
覚
を

ひ
と
足
先
に

果樹園名 取扱品目 場　所 電話番号

奥 富 東初石 52－0623

小 倉 駒木台 53－4911

鏑 木 駒木台 52－4568

須 賀 十太夫 52－0839

高 城 名都借 45－6247

水 野 前ケ崎 44－7863

田 中 向小金 74－0430

水 代 向小金 74－4451

芳 野 古間木 58－4723

観光果樹園

※　　＝梨 ＝ぶどう

市内6開場で交通安全の映画会
防ごう、子どもの交通事故！！

ご存知ですか？

『建退共制度』

雇用保険の電話相談を開設� 中小企業をバックアップ
「信用保証協会」

10：00～12：00 14：00～16：00

８／４� 北部公民館 南流山センタ－

８／８� 森の図書館 第２コミュニティホーム

８／10� 初石公民館

８／11� 向小金福祉会館

国民年金検認指導員

▽上映映画＝「のりやすくんの交通安全」、「校長先生が泳い

だ」ほか

▽申し込み＝当日直接会場へ
□問生活安全課�50－６０７８

�科学�って なーに？

親子で楽しく科学の体験学習を

時間
期日



（３） 平成12年８月１日（火曜日） 第９７５号

相　　談� 日　　　　　時� 場　　　所� 問い合わせ�

市 民 相 談 � 市 民 相 談 室 �

消費生活センター�

初 石 公 民 館 �

家 庭 児 童 相 談 室 �

障 害 者 支 援 課 �

ケ ア セ ン タ ー �

ケ ア セ ン タ ー �

向 小 金 福 祉 会 館 �

江戸川台福祉会館�

つ ば さ 学 園 �

教 育 研 究 室 �

市 役 所 �

平和台保育所�58-1435／江戸川台保育所�
�52-0648／向小金保育所�74-8853

初 石 公 民 館 �
南 流 山 セ ン タ ー �

勤 労 者 総 合 福 祉 �
セ ン タ ー �

青少年指導センター�

法 律 相 談 �

合 同 相 談 �

不 動 産 相 談 �

登 記 相 談 �

市 政 相 談 �

消費生活苦情相談�

子供悩みごと相談�

福祉住宅改善相談�

子 育 て 電 話 相 談 �

心 配 ご と 相 談 �

教 育 相 談 �

青 少 年 相 談 �

発 達 相 談 �

酒 害 相 談 �

悩 み ご と 相 談 �
（ 人 権 ・ 行 政 ） �

高 年 齢 者 職 業 ・ �
パ ー ト 相 談 �

幼 児 こ と ば の �
相 談 室 �

10：00～15：00

10：00～15：00

13：00～16：00

９：00～17：00

毎週火曜�

9：30～16：00毎週月～金曜�

10：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週火～金曜�

10：00～15：00毎週水曜�

９：00～16：30毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

13：00～16：00毎月第２日曜�

18：00～21：00毎月第４金曜�

９：30～16：30毎週月～金曜�

９：00～11：30毎週土曜�

10：00～16：00

毎週月～金曜�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

同相談室�
�58-1616

同センター�
�58-0999

�50-6081

同相談室�
�58-4144

同センター相談室�
�55-5885

同センター相談室�
�58-7830

同学園�

年 金 相 談 �

�54-4822

�50-6081

�50-6079

�50-6110

社会福祉協議会�

指導課�

障害者支援課�

国保年金課�

社会福祉課�

�59-4735

�50-6105

障害者支援課�

交 通 事 故 相 談 �

毎週火・木曜　　�

8月29日� 

15日、17日を除く　※要電話予約�

15日を除く　※要電話予約�

13：00～17：00毎月第１水曜�
※要電話予約�

※要電話予約�

10：00～15：008月11日�
※要電話予約�

税 務 相 談 �

外 国 人 相 談 � 13：00～16：00毎月第４水曜� 〃�
※予約は1週間前までに�

子育て支援センターゆうゆう�44-7926育 児 相 談 � 9：30～16：30毎週月～金曜�

８：30～17：00毎週月～金曜�

10：00～15：00毎月第３水曜�

毎週土・日曜�

※要電話予約�

毎月第３月曜�
※要電話予約�

10：00～15：00

市 民 相 談 室 �

市 民 相 談 室 �

今月は開催しません�

8月1日～4日は開催しません�

閉院のお知らせ

献血にご協力を

内　　容� 期日・受付時間� 場　　　所� 備　　　考�

ハローベイビー� 保健センター�

保健センター�

妊娠5～8か月の妊婦対象。母子健康手帳、
タオル、筆記用具を持参�

もぐもぐ教室�29日　10：15～10：30
4～5か月児対象。母子健康手帳、器とスプ
ーンを持参。定員20人※先着順・要予約�

３ か 月 児 �
健 康 診 査 �

カ ム カ ム �

3日・4日�
12：45～13：45 保健センター�平成12年4月生まれの乳児対象�

1 歳 6 か 月 児 �
健 康 診 査 �

8日・9日�
12：45～13：45 保健センター�

1日・2日　12：45～13：45 保健センター�

乳幼児健康相談�

3歳児健康診査�

30日　13：00～14：00 保健センター�

平成11年1月生まれの幼児対象�

平成９年5月生まれの幼児対象�
発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約�

30日　13：00～14：00

10日　９：30～10：30

発達などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約�

育 児 相 談 �

発 達 相 談 �

１歳未満の乳児対象。育児・健康相談。母
子健康手帳を持参�すくすく健康相談�

0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参�

むし歯予防教室�
7日・21日・29日�
※時間は申し込み者
に個人通知�

28日※時間は申し込
み者に個人通知�

保健センター�
2歳2か月児対象（29日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6か月児健康診査時に申し込みを�

食 事 相 談 � 保健センター�生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり。15日までに申し込みを�

成人健康相談�
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相談、
軽体操など。健康手帳・検診記録カードを持って
いる方は持参�

リハビリ教室�

月曜コース�

30日�

28日�
10：00～�

水曜コース�

10：00～�

保健センター�

保健センター�

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを�

療 育 相 談 �24日　13：00～14：00 柏 保 健 所 �整形外科的な心配のある18歳未満の子ども対象。母子健康手帳を持参�

発 達 相 談 �24日　13：00～14：00 柏 保 健 所 �
首が座らない、歩かないなど発達の遅れが心配
な0～1歳児対象。母子健康手帳を持参※要予
約�

心の健康相談�4日・18日・25日�14：00～16：00
柏 保 健 所 �精神病や精神神経症など、心の病で悩んでいる方対象。医師による相談は要予約�

保健センター�

保健センター�

南流山福祉会館�

南流山福祉会館�

保健センター�

9～12か月児対象。子どもの歯と食生活について。母子健康手
帳、歯ブラシ、おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約�

－日・－日・－日・－日�
12：30～12：50
※14日は９：45～10：00

キ ッ ズ �

�

10日　９：30～11：30

25日  　9：45～10：00

25日  　9：45～11：00

相談あんない

保健あんない〈 〉保健センター
�54－0331

〈 〉柏 保 健 所
�67－1255

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届
かない場合は保健センターへ問い合わせを

休 日 の
救急医療

▽受付時間は、
9時～11時30分、13
時～16時30分（歯
科は11時30分ま
で）＝休日診療所
�55－3456
▽夜間は、市内

の医療機関が当番
制で診療。当番医
はあらかじめ市消
防本部�58－0119
で確認を

▽日程＝８月17日�10時～16時、市役所▽献血

のできる方＝16歳～69歳の健康な方（ただし65歳

以上の方は60歳から64歳までに献血経験がある

方）▽その他＝当日は成分献血も実施しますの

で、成分献血希望者は10日�までに保健センター

へ電話予約を※献血手帳がある方は持参

□問保健センター�54－０３３１

川西医院は閉院いたしましたので、７月７日
から基本健康診査、乳がん検診、各種予防接種
は実施していませんのでお知らせします。
□問保健センター�54－０３３１

文
楽
の
鑑
賞
を
通
じ
て
、
古
典

芸
能
に
対
す
る
関
心
と
知
識
を
高

め
て
も
ら
お
う
と
九
月
十
四
日
、

国
立
劇
場
で
「
古
典
芸
能
鑑
賞
会
」

を
開
き
ま
す
。

今
回
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の
三
大

名
作
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
を
鑑
賞
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▽
期
日
＝
９
月
14
日
�
▽
公
演

場
所
＝
国
立
劇
場
（
東
京
都
千
代

田
区
）
▽
日
程
＝
江
戸
川
台
駅
西

口
（
７
時
45
分
）
―
流
山
駅
東
口

（
８
時
）
―
東
部
公
民
館
（
８
時
15

分
）
―
国
立
劇
場
（
公
演
は
11
時

〜
16
時
）
―
江
戸
川
台
駅
西
口

（
17
時
40
分
）
―
流
山
駅
東
口

（
17
時
55
分
）
―
東
部
公
民
館

（
18
時
10
分
）
▽
対
象
／
定
員
＝

市
民
／
45
人
（
多
数
抽
選
）
▽
参

加
費
＝
４
２
０
０
円
▽
交
通
手

段
＝
社
会
教
育
バ
ス
▽
応
募
方

法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
古
典
芸
能

鑑
賞
会
参
加
希
望
」、
参
加
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
バ
ス
乗
車
場
所
を
明

記
（
返
信
用
に
も
住
所
、
氏
名
を

記
入
）
し
、
８
月
18
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９

２
市
教
委
社
会
教
育
課
へ
※
ハ
ガ

キ
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
記
入
可

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０

６

母
子
家
庭
を
援
助
す
る
児
童
扶

養
手
当
と
児
童
育
成
手
当
の
「
現

況
届
」
を
今
月
十
一
日
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
同
手
当
を
受

け
て
い
る
方
に
、
毎
年
提
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

該
当
世
帯
に
は
「
現
況
届
」
用

紙
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
提
出
が

遅
れ
た
り
、
忘
れ
た
り
す
る
と
、

手
当
が
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
手
当
を
受

け
て
い
る
方
は
、「
現
況
届
」
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書

類
と
あ
わ
せ
て
、
期
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限
＝
９
月
11
日
�
▽

持
参
す
る
も
の
＝
現
況
届
、
印
か

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
予
防
接
種
は
お
済
み

で
す
か
。

市
で
は
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
以
外
の
児
童
・
生
徒
の
予
防
接
種
を
、
指
定

医
療
機
関
で
受
診
す
る
個
別
方
式
で
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
接
種
対
象
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。▽

日
本
脳
炎
２
期
＝
小
学
４
年
生
（
平
成
２
年

４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
）
▽
ジ
フ
テ

リ
ア
・
破
傷
風
＝
小
学
６
年
生
（
昭
和
63
年
４
月

２
日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
）
▽
風
疹
・
日
本

脳
炎
３
期
＝
中
学
２
年
生
（
昭
和
61
年
４
月
２
日

〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
）
※
日
本
脳
炎
３
期
は
、

14
歳
の
誕
生
日
以
降
に
接
種
を

市
立
学
校
に
通
学
し
て
い
る
方
に
は
学
校
を
通

じ
て
、
そ
れ
以
外
の
方
に
は
個
別
通
知
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
通
知
の
届
か
な
い
方
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、
健
康
状

態
の
よ
い
と
き
に
主
治
医
等
と
相
談
し
早
め
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
54
―

０
３
３
１

一時中止をしていたポリオの予防接種は、厚生省でポリオワクチンの安全性
が確認されましたので、９月から下表の日程により再開します。５月の接種を
見合わせた方は、９月の日程で早めの接種をお勧めします。

▽受付時間＝１３時１５分～１４時１５分※接種開始は１３時３０分～▽対
象＝生後３か月～７歳半未満児▽申し込み＝母子健康手帳、予診票（会場にも
用意）を持参し、直接会場へ※内臓等に疾患がある場合は接種を受けられない
ことがあるため、事前に確認を
□問保健センター�５４－０３３１

今
回
は
、
文
楽
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
で

古
典
芸
能
鑑
賞
会

ポリオの予防接種　9月から再開

場所 ９月 10月 11月 12月

保健センター 25日�､28日�､29日� 2日�､6日�､12日� 27日�､30日� 4日�

文 化 会 館 26日� 4日� 1日�

南流山センター 27日� 5日(木)､11日� 29日� 5日�

東部公民館 28日� 3日� 28日�

ん
、
児
童
扶
養
手
当
証
書
、
添
付

書
類
（
住
民
票
な
ど
）
▽
提
出

先
＝
児
童
家
庭
課

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

「
現
況
届
」
は
期
限
内
に
提
出
を

□問児童家庭課
�50－6082

お母さんと子どもだけの世帯等になったときは、児
童扶養手当が受けられます。
また、児童扶養手当を受けている方で、養育する児
童が２人以上いる場合は、市の児童育成手当も受ける
ことができます。
同手当の対象者でありながら、申請をしないまま５
年経過すると、受給資格がなくなってしまいます。
新規申請は随時受け付けています。申し込み、問い
合わせは児童家庭課へ。
▽対象＝①父母が婚姻を解消した児童②父が死亡し
た児童（父が加入していた年金を受けられる方を除く）
③父が一定以上の障害状態にある児童④父の生死が明
らかでない児童⑤母が婚姻によらないで懐胎した児童
（父からの認知の有無は問いません）⑥父が一年以上遺
棄している児童⑦その他※①～⑦とも児童は18歳に達
する日以後の最初の３月31日まで。所得による支給制
限あり
□問児童家庭課�50－６０８２

お母さんと子どもだけの世帯になったら
すぐ手続きを

新規申請も随時受け付け

お忘れなく！小・中学生の予防接種
指定医療機関で個別に受診を
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介
護
の
不
安
や
負
担
を
社
会
全

体
で
支
え
合
っ
て
い
こ
う
と
、
こ

と
し
四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
六
十
五
歳
以
上

の
方
（
第
一
号
被
保
険
者
）
の
保

険
料
の
徴
収
が
十
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

流
山
市
の
介
護
保
険
料
は
、
国

の
標
準
的
な
五
段
階
区
分
に
替
え

て
、
低
所
得
の
高
齢
者
に
配
慮
し

た
独
自
の
六
段
階
区
分
を
採
用
し

ま
す
。
六
つ
の
段
階
区
分
は
表
１

の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
平
成
十
二
年
度
の
介
護

保
険
料
の
徴
収
は
、
国
の
特
別
対

策
に
よ
り
、
四
月
か
ら
九
月
ま
で

の
半
年
間
は
徴
収
が
な
く
、
十
月

か
ら
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
の
半

年
間
は
二
分
の
一
の
徴
収
と
な
り

ま
す
。

保
険
料
の
納
付
は
、
①
年
金
か

ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
ま
た

は
②
納
付
書
で
金
融
機
関
の
窓
口

で
納
付
（
普
通
徴
収
）
の
い
ず
れ

か
の
方
法
に
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら

の
納
付
方
法
に
な
る
か
は
、
表
２

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
と
き
は
、
ま
ず
要
介
護
（
要

支
援
）
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
居
宅
で
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
は
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
に
依
頼
し
て
、
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
か
を
ま

と
め
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
、
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
心
身
の
状
況
に
見

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
き
く
分
け
る
と
居
宅
サ
ー
ビ

ス
に
は
、「
訪
問
通
所
系
の
サ
ー
ビ

ス
」
と
「
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
」

が
あ
り
ま
す
（
表
３
参
照
）。
こ
の

納
入
通
知
書
は
、
特
別
徴
収
の

方
に
は
九
月
に
、
普
通
徴
収
の
方

に
は
十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
送
付
し

ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料

10
月
か
ら
徴
収
始
ま
る

み
ん
な
で
支
え
る
介
護
保
険

流
山
市
独
自
の
制
度
で

一
層

や
さ
し
く

便
利
に

第１号被保険者（65歳以上の方）の６段階保険料

表３　主な「居宅サービス」の種類

法定の短期入所サービス利用限度日数（6か月当たり）

階
険料率

段階
×0.3）

年額保険料
（ ）は平成12年度保険料

9,600円
（2,400円）

該　当　と　な　る　要　件

生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で世
帯全員が住民税非課税者の場合等

段階
×0.7）

22,600円
（5,650円）

本人が住民税非課税者であり、かつ世帯全員が
住民税非課税者の場合等

段階
×1.0）

段階
×1.25）

段階
×1.5）

段階
×2.0）

32,300円
（8,075円）

40,300円
（10,075円）

48,400円
（12,100円）

64,600円
（16,150円）

本人は住民税非課税者だが、世帯内に住民税課
税者がいる場合等
※公的年金収入のみの場合年額約266万円未満
本人が住民税課税者で前年所得額250万円未満の
場合等
※公的年金収入のみの場合は年額約433万円未満

本人が住民税課税者で前年の所得額が250万円以
上1,000万円未満の場合等

本人が住民税課税者で前年の所得額が1,000万円
以上の場合

市
内
で
二
つ
目
の
介
護
老
人
保
健
施
設
「
ハ
ー

ト
ケ
ア
流
山（
医
療
法
人
愛
友
会
）」
が
、九
月
二
十

五
日
に
流
山
北
高
校
横
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で

す
。施

設
に
は
、
百
二
十
床
（
一
般
八
十
人
・
痴
ほ

う
四
十
人
）
の
入
所
（
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
）
と
、
家

族
の
介
護
疲
れ
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
と
き
に
利
用

で
き
る
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）、
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
の
は
、
症
状
が
安
定
し
て
い
て
、

入
院
治
療
の
必
要
は
な
い
が
、
家
庭
で
の
日
常
生

。

、

入
所
待
ち
を
し
て
い
る
市
民
の
方
も
費
用
な
ど
の

面
で
納
得
が
得
ら
れ
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
モ
デ
ル
ル
ー
ム
の
見
学
や
入
所
の
申
し

込
み
は
す
で
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
利
用
料
金

な
ど
詳
細
は
、
ハ
ー
ト
ケ
ア
流
山
に
問
い
合
わ
せ

を
。な

お
、
以
前
は
老
人
保
健
施
設
の
利
用
限
度
は

三
か
月
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
介
護
保
険
制
度

の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
介
護
保
険
施
設
と
な
り
、

要
介
護
認
定
が
継
続
さ
れ
れ
ば
、
引
き
続
き
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
同
じ
よ
う
に
入
所
が
可
能

。

内2つ目の介護老人保健施設

ハートケア流山
9月25日にオープン予定

表２　保険料の納付方法

①年金からの天引き（特別徴収）

対
　
　
　
象

老齢（退職）年金を年額18万円以上、
受給している方
※特別徴収の方で４月２日以降に、65

歳になった方や新たに流山市に転入した
方は、その年度は普通徴収になり、翌年
度から特別徴収になります

②金融機関窓口で納付（普通徴収）

年金が年額18万円未満の低年金
受給者。遺族年金、障害年金、老
齢福祉年金等の受給者など
※手軽で納め忘れのない口座振

替のご利用をお勧めします

１　期 ２　期 ３　期 ４　期 ５　期
（10月末日）（11月末日）（12月末日）（平成13年1月末日） （平成13年2月末日）

第1段階 800円 400円 400円 400円 400円

第2段階 1,250円 1,100円 1,100円 1,100円 1,100円

第3段階 1,675円 1,600円 1,600円 1,600円 1,600円

第4段階 2,075円 2,000円 2,000円 2,000円 2,000円

第5段階 2,500円 2,400円 2,400円 2,400円 2,400円

第6段階 3,350円 3,200円 3,200円 3,200円 3,200円

４　期 ５　期
（10月の年金支払日）（12月の年金支払日）

第1段階 800円 800円 800円

第2段階 2,050円 1,800円 1,800円

第3段階 2,875円 2,600円 2,600円

第4段階 3,475円 3,300円 3,300円

第5段階 4,100円 4,000円 4,000円

第6段階 5,550円 5,300円 5,300円

特別徴収の各納期別保険料（平成12年度） 普通徴収の各納期別保険料（平成12年度）

事例１ 夫…68歳で老齢（退職）年金の受給者→夫の分は特別徴収
妻…67歳。夫の被扶養者で障害年金の受給者→妻の分は普通徴収

事例２ 夫…64歳で国民健康保険に加入→介護保険の第２号被保険者に該当するため、
国民健康保険料の中で介護保険分を合わせて徴収

妻…65歳で夫の被扶養者（国保加入）→国保料とは別に介護保険料が普通徴
収される

う
ち
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
介

護
度
ご
と
に
利
用
で
き
る
日
数
の

上
限
が
決
め
ら
れ
（
表
４
参
照
）、

全
部
使
い
き
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
た
と
え
認
定
の
有
効
期
間
内

の
利
用
で
あ
っ
て
も
全
額
自
己
負

担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
介
護
保
険
制
度
の

一
部
が
見
直
さ
れ
、
短
期
入
所
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
で
一
定
の
条
件

を
満
た
す
方
は
、
訪
問
通
所
系
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
単
位
の
う
ち
未
利

用
の
単
位
を
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

に
振
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

法
定
の
利
用
限
度
日
数
を
使
い
き

っ
た
あ
と
で
も
、
短
期
入
所
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
日
数
が
一
か
月
当
た

り
最
大
十
四
日
ま
で
振
替
で
き
る

制
度
が
導
入
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

市
で
は
、
在
宅
介
護
の
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
、
こ
の
制
度
の

導
入
を
決
め
、
す
で
に
介
護
保
険

制
度
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、

要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を

受
け
て
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
決
め

ら
れ
て
い
る
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
限
度
日
数
を
超
え
て
利
用

し
な
け
れ
ば
自
立
し
た
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
が
困
難
な
方
で
、
次

の
三
つ
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
で
す
。

①
痴
呆
の
た
め
家
族
等
の
介
護

が
困
難

②
同
居
の
家
族
等
が
高
齢
等
に

よ
り
十
分
な
介
護
が
で
き
な
い

③
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
居
宅
で
十
分
な
介
護
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合

こ
の
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
拡

大
措
置
の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

い
ま
ま
で
こ
の
振
替
措
置
を
利

用
し
て
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
場
合
の
保
険
給
付
は
、
利
用

者
が
い
っ
た
ん
費
用
の
全
額
を
施

設
に
支
払
い
、
あ
と
で
市
か
ら
保

険
給
付
費
（
九
割
）
の
支
払
い
を

受
け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
利
用
者

が
不
便
な
の
で
、
市
で
は
七
月
か

ら
一
定
の
手
続
き
（
短
期
入
所
サ

ー
ビ
ス
の
保
険
給
付
費
の
受
領
を

市
内
サ
ー
ビ
ス
利
用
施
設
に
委
任
）

を
行
っ
た
場
合
は
、
他
の
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
方
法
と
同
じ
く
一
割
の

負
担
で
利
用
で
き
る
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
手
続
き

な
ど
、
詳
し
く
は
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
の
利
用
は

ま
ず
認
定
を
受
け
て
か
ら

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
限
度
日
数
を
拡
大

振
替
措
置
の
利
用
が

さ
ら
に
便
利
に

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
限
度
日
数
を
拡
大

要支援 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 

７日 １４日 １４日 ２１日 ２１日 ４２日

短期入所サービス利用限度日数を使いきったあと
問通所系サービスに一定以上の未利用の単位があ
に利用できます
置を利用しようとする月に、法定の短期入所サー
用限度日数の使い残しがある場合は、その日数を
て最大14日の利用となります

置の利用によりいずれの介護度の方も
月当たり最大 1 4日利用可能に！

い合わせ

介護支援課
�50－6109

み
ん
な
で
支
え
る
介
護
保
険

納期（徴収日）

段階区分

納期（徴収日）

段階区分

介護老人福祉施設（特別養護老人
ホ－ム）に短期入所するショ－ト
ステイサ－ビス、介護老人保健施
設（老人保健施設）や介護療養型
医療施設（介護型の病院）に短期
入所するショ－トケアサ－ビスな
ど

短期入所サ－ビス

介護度ごとに利用できる日数の上
限が決められ、利用限度日数の枠
内で費用の１割を負担して利用

訪問介護（ホームヘルプサー
ビス）、訪問入浴介護、訪問
看護、訪問リハビリテーショ
ン、通所介護（デイサービス）、
通所リハビリテーションなど

訪問通所系のサービス

介護度ごとに設けられる利用
単位内で自由に組み合わせて
利用

支払い例

６　期
平成13年２月
の年金支払日（ ）
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表１ 第

表４　法

段 階
（ ）は保険

第１段
（基準額×

第２段
（基準額×

第３段
（基準額×

第４段
（基準額×

第５段
（基準額×

第６段
（基準額×

活
に
支
障
の
あ
る
高
齢
者
の
方
で
す
。
現
在
、
介

護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

□問
ハ
ー
ト
ケ
ア
流
山
�
78
―

２
２
０
０

常
磐
新
線
は
、
東
京
都
の
秋
葉
原

か
ら
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
を
通
っ
て

茨
城
県
の
つ
く
ば
ま
で
を
約
四
十
五

分
で
結
ぶ
都
市
高
速
鉄
道
で
す
。
平

成
十
七
年
度
の
開
業
を
目
指
し
、
市

内
で
も
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

沿
線
の
一
都
三
県
な
ど
で
は
、
分

か
り
や
す
く
、
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
「
常
磐
新
線
の
新
名

称
」「
沿
線
地
域
を
象
徴
す
る
愛
称
」

な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
内
容
＝
①
常
磐
新
線
の
新

し
い
名
称
（
鉄
道
ネ
ー
ミ
ン
グ
）
②

常
磐
新
線
沿
線
全
域
に
わ
た
る
地
域

愛
称
（
地
域
ネ
ー
ミ
ン
グ
）
③
常
磐

新
線
・
沿
線
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
の
た
め
の
提
案
▽
応
募
方
法
＝
官

製
ハ
ガ
キ
に
募
集
内
容
の
①
〜
③

（
い
ず
れ
か
一
つ
で
も
可
）、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
（
ま
た

は
学
校
名
）、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

９
月
30
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

〒
１
１
１
―

８
６
７
７
東
京
都
台
東

区
元
浅
草
２
―

６
―

６
東
京
日
産
台

東
ビ
ル
７
階
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
�

内
「
常
磐
新
線
鉄
道
・
地
域
ネ
ー
ミ

ン
グ
募
集
事
務
局
」
へ
※
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.m
ir.co.jp)

か

ら
も
応
募
可
▽
記
念
品
＝
「
グ
ッ
ド

提
案
賞
」（
15
人
）
と
し
て
10
万
円

の
旅
行
券
、
ま
た
抽
選
で
１
０
０
人

に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
※
当
選

の
発
表
は
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

□問
県
交
通
計
画
課
�
０
４
３
―

２

２
３
―

２
２
７
８
／
県
都
市
整
備
課

�
０
４
３
―

２
２
３
―

３
５
４
４

市
内
の
美
術
家
や
美
術
愛
好
家
の
作
品
を
一

堂
に
展
示
し
た
「
第
二
十
一
回
流
山
市
展
」（
市

美
術
家
協
会
主
催
）
が
、
七
月
十
一
日
か
ら
二

十
三
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
の
市
展
に
は
市
民
な
ど
百
七
十
六
人

か
ら
日
本
画
や
洋
画
、
工
芸
な
ど
二
百
九
十
点

の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
、
会
場
に
は
そ
の
う
ち
の

百
八
十
八
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

市
美
術
家
協
会
賞
に
は
、
宮
園
在
住
の
森
島

卓
子
さ
ん
の
作
品
「
育
む
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

森
島
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
第
三
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
美
術
ク
ラ
ブ
が
で
き
た
の
を
き
っ
か

け
に
絵
を
始
め
、
今
年
で
十
七
年
に
な
る
そ
う

で
す
。
昨
年
も
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す

が
、「
改
め
て
基
礎
か
ら
勉
強
し
直
し
、
一
枚
で

い
い
か
ら
、
ぜ
ひ
、
素
晴
ら
し
い
風
景
画
を
描

き
た
い
」
と
あ
く
ま
で
謙
虚
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

な
お
、
主
な
受
賞
作
品
は
き
ょ
う
一
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展

示
さ
れ
ま
す
。

主
な
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
。〈
敬
称
略
〉

▽
市
美
術
家
協
会
賞
＝
育
む
（
洋
画
）
森
島

卓
子
▽
市
長
賞
＝
ア
ト
リ
エ
教
室
（
洋
画
）
岡

田
正
子
▽
市
議
会
議
長
賞
＝
聖
堂
Ⅰ
（
洋
画
）

政
木
久
美
子
▽
市
教
育
長
賞
＝
持
国
天
（
彫
刻
）

湯
浅
和
夫

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

市内

ハ
9月

介護度

日　数

※法定の短
に、訪
る場合
※この措置
ビス利用
合わせ

振替措置
1か月

問い

介
�

市街化区域と市街化調整区域を設定する目的
市のすべての区域は、「市街化区域」か「市街化調整区域」のどちらかに分
けられています。「市街化区域」とは、おおむね10年以内に優先的かつ計画的
に市街化を図る区域。「市街化調整区域」とは、市街化を抑制する区域です。
これは、市民の皆さんが安全で快適な生活を送れるまちづくりを計画的に
行えるよう、無秩序な市街化を防止し、道路や公園、下水道などの公共施設
や公共投資を効率的に行うため、都市計画法により定めています。

今回の見直しの経緯
昭和45年７月に千葉県で当初の都市計画決定がされました。その後、昭和
60年と平成３年に一部区域の見直しが行われ、さらに、平成10年１月に常磐
新線沿線整備に伴い、657ヘクタールを市街化区域に編入しました。
今回の見直しは、平成８年度に実施した都市計画法による基礎調査を基に、
本市の都市化の動向などに対応して、土地利用や交通などの地域事情を十分
に考慮して、適切なまちづくりを進めるために、県と市が協力して作業を行
ってきました。

変更素案の内容
流山都市計画区域における市街化区域および市街化調整区域に関する都市
計画の変更素案がまとまりました。

今回は、「整備・開発又は保全の方針」の見直しを行っています。この方針
の主な事項は、次の６項目です。①都市計画の目標②土地利用の方針③市街
地の開発及び再開発の方針④交通体系の整備の方針⑤自然環境の保全及び公
共空地系統の整備方針⑥下水道及び河川の整備方針
なお、市街化区域および市街化調整区域の区域の変更はありません。

変更素案の縦覧
変更素案の縦覧を下記の日程で行います。
期間　８月１日�～15日�（土・日曜を除く）
場所／時間　市役所都市計画課／８時30分～17時20分

県庁都市政策課／９時～17時

公聴会の開催
今後、作成する変更案の参考とするた
め、市民の皆さんの意見を伺う公聴会を
開催します。
公聴会では、意見を述べる機会があり
ます。意見のある方は、あらかじめ次の
要領で手続きをしてください。
多くの皆さんの参加と意見をお待ちし
ています。
【公聴会】
▽日時＝９月９日�14時30分～▽場
所＝市役所▽傍聴の申し込み＝当日、直
接会場へ（先着順）
【公述の申し込み等】
▽資格＝市内に住んでいる方（法人を
含む）▽申出方法＝下記様式に必要事項
を記入し、述べようとする意見の要旨を
添付して、８月15日（消印有効）までに
直接または郵送で〒２７０－０１９２流
山市役所都市計画課へ▽公述人の選定＝
公聴会開催時間に制約があるため、公述
希望者が多い場合は、公述を申し出た方
の中から抽選などで選定します。その場
合の公開抽選は、８月21日�10時から千
葉県議会棟第１会議室で行います

変更原案の作成

変更素案の縦覧
8月1日�～15日�

公　聴　会
9月9日�

変更案の作成

変更案の縦覧

県都市計画審議会

建設大臣の同意

都市計画の決定（告示）

住民からの意見
（公述の申し出）

市街化区域と市街化調整区域に関する
都市計画決定手続きの流れ（県決定）

住民からの意見
（意見書の提出）

農林水産大臣等
との協議など

市町村の意見聴取
（市都市計画審議会）

公述人申出書
平成　年　月　日

千葉県知事
沼田 武 様　　　　　　　　　　　　　　　　　　 住所

氏名　　　　　　　印
職業
年齢　　　�

平成12年８月１日付け千葉県報に登載された流山都市計画の市街化区域及び市街化
調整区域の都市計画に関する千葉県公聴会に際して、別紙のとおり公述を申し出ます。

様式

※１　別紙は400字詰め原稿用紙２枚以内とする
※２　自筆による楷書、横書きとする
※３　申出人は、流山市（都市計画区域）の住民とする

□問

安全で快適なまちづくりを計画的に
～流山都市計画の変更素案まとまる～

縦覧
8月1日～15日
公聴会
9月9日

「
常
磐
新
線
」な
ど
の
愛
称
募
集

グ
ッ
ド
提
案
賞
に
は

10
万
円
の
旅
行
券

伝
統
の
流
山
市
展
が

盛
況
の
う
ち
に
閉
会

伝
統
の
流
山
市
展
が

盛
況
の
う
ち
に
閉
会

市
美
術
家
協
会
賞
に
は
森
島
卓
子
さ
ん

協会賞受賞作の「育む」を囲
んで作者の森島さん（写真○右）
と協会長の秋元恒さん（写真
○左）

市内外から多くの方が会場へ

市都市計画課�50ー6087
県都市政策課�043－223－3161
※公聴会当日の問い合わせは市都市計画課へ

！
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そ
の
他

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など

の詳細は、各児童館・児童センタ

ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�54－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

８／２�江戸川台児童センター
�54－３０２６

向小金児童センター
�73－９３２０

思井児童センター
�59－５６６６

十太夫児童センター
�54－５２５４

野々下児童センター
�45－９５００

赤城児童センター
�58－４５４５

ドッジボール大会

８／26� お化け屋敷

８／３�
子ども夏祭りと人形劇の
つどい

８／１� お化け屋敷

８／29�
子ども夏祭りと人形劇の
つどい

【
市
展
入
賞
作
品
展
（
１
日
�
〜
31
日
�
）】

市
美
術
家
協
会
賞
「
育
む
」
を
は
じ
め
、
絵
画
・
工

芸
等
入
賞
作
品
８
点
を
展
示
し
ま
す
。

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６
（
関
連
記
事
５
面
）

【
市
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
展
（
10
日
�

〜
24
日
�
）】

入
賞
作
品
を
含
め
た
全
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

□問
商
工
課
�
50
―

６
０
８
５
（
関
連
記
事
８
面
）

市民ギャラリー�
今月の展示�今月の展示�

資
格
・
求
人

８／23� 子ども夏祭り

８／８� 木で鉢カバーを作ろう
会
員
募
集

講
座
・
講
演

★
自
己
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講

座
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ
と
を
う

ま
く
相
手
に
伝
え
ら
れ
な
い
…
相

手
が
ど
う
受
け
止
め
る
か
気
に
な

っ
て
し
ま
う
…
な
ど
人
と
の
や
り

と
り
の
場
面
で
、
思
い
悩
ん
だ
り

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
講
座
は
、
自
分
も
相
手
も
大

切
に
し
よ
う
と
い
う
相
互
尊
重
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
場

と
し
て
、
目
白
大
学
人
間
社
会
学

部
教
授
の
沢
崎
達
夫
さ
ん
を
迎
え

開
講
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
９
月
２
日
〜
30
日
の

土
曜
10
時
〜
12
時
（
９
月
23
日
は

除
く
）
▽
場
所
＝
東
部
公
民
館
▽

対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
／
40
人
（
先
着
順
）
▽
参
加

費
＝
無
料
（
資
料
代
５
５
０
円
）

▽
申
し
込
み
＝
き
ょ
う
１
日
か
ら

電
話
で
文
化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
�
58
―

３
４
６
２

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
ち
ば

21
【
今
、
見
つ
め
直
す
と
き
　
仕

事
・
家
庭
…
人
生
〜
あ
な
た
が
あ

な
た
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
〜
】

▽
日
時
＝
９
月
９
日
�
12
時
30

分
〜
16
時
▽
場
所
＝
青
葉
の
森
公

園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
（
千
葉
市
）

▽
定
員
＝
８
５
０
人
▽
内
容
＝
大

宅
映
子
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
８
月
18
日
ま
で
に

電
話
で
県
女
性
セ
ン
タ
ー
へ

□問
県
女
性
セ
ン
タ
ー
�
40
―

８

６
０
２

く
ら
し
と
物
価
通
信
講
座

▽
期
間
＝
９
月
〜
平
成
13
年
２

月
▽
対
象
／
定
員
＝
20
歳
以
上
の

県
内
在
住
者
／
１
０
０
人
▽
学
習

内
容
＝
価
格
と
物
価
、
流
通
と
物

価
な
ど
▽
受
講
料
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
ハ
ガ
キ
に
物
価
通
信
講
座

受
講
希
望
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
８
月
31
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
６
０
―

８
６

６
７
県
庁
県
民
生
活
課
へ

□問
県
庁
県
民
生
活
課
�
０
４
３

―

２
２
３
―

２
２
９
６

８
月
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
【
こ

こ
ろ
の
健
康
と
家
族
】

▽
日
時
＝
８
月
25
日
�
13
時
30

分
〜
15
時
▽
場
所
＝
さ
わ
や
か
ち

ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
▽
定

員
＝
２
８
３
人
▽
受
講
料
＝
無
料

▽
内
容
＝
子
ど
も
達
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
事
例
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
心
の
サ
イ
ン
を
ど
の
よ
う
に

受
け
と
め
、
関
わ
っ
て
い
く
か
を

考
え
る
講
座
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒

２
７
７
―

０
８
８
２
柏
市
柏
の
葉

４
―

３
―

１
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ

ラ
ザ
研
修
課
へ

□問
同
プ
ラ
ザ
�
40
―

８
６
１
６

夏
休
み
科
学
教
室

▽
日
時
＝
８
月
28
日
�
、
29
日

�
い
ず
れ
も
９
時
30
分
〜
16
時
▽

場
所
＝
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
（
柏

市
）
▽
対
象
／
定
員
＝
小
学
４
〜

６
年
生
の
親
子
／
80
組
１
６
０
人

（
１
日
40
組
80
人
）
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
内
容
＝
28
日
…
光
と
音

波
の
性
質
を
学
ぼ
う
ほ
か
／
29
日

…
台
所
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
ほ
か
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
日
、
住

所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、

保
護
者
氏
名
を
明
記
し
、
〒
２
７

７
―

０
８
８
２
柏
市
柏
の
葉
５
―

４

―

６
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
へ

□問
同
プ
ラ
ザ
�
33
―

０
１
３
９

県
立
関
宿
城
博
物
館
特
別
講
演

会
【
井
沢
元
彦
が
語
る
「
日
本
人

と
川
」】

▽
日
時
＝
９
月
15
日
�
14
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
さ
わ
や
か
ち
ば
県

民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
▽
定
員
＝
５

０
０
人
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加

人
数
（
１
通
５
人
ま
で
）
を
明
記

し
、
〒
２
７
０
―

０
２
０
１
東
葛

飾
郡
関
宿
町
三
軒
家
１
４
３
―

４

県
立
関
宿
城
博
物
館
特
別
講
演
会

係
へ□問

同
博
物
館
�
96
―

１
４
０
０

ゆ
ず
ゆ
ず
ま
つ
り
（
和
太
鼓
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
＝
８
月
６
日

�
９
時
30
分
〜
16
時
、
流
山
青
年

の
家
。
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
30
人
、

参
加
費
３
０
０
０
円
（
ば
ち
、
昼

食
含
む
）
□問
勝
木
�
58
―

９
４
９

６

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A 粗大ごみ処理券

8福祉会館でも購入可能に
▽販売する福祉会館＝①駒木台福祉会館②江戸
川台福祉会館③思井福祉会館④向小金福祉会館⑤
東深井福祉会館⑥十太夫福祉会館⑦野々下福祉会
館⑧赤城福祉会館
※粗大ごみ処理券は、払い戻しができませんので、
ご注意ください
□問清掃事務所�54－５５０１

施
策
会
議
傍聴可

★
福
祉
施
策
審
議
会

▽
日
時
＝
８
月
10
日
�
13
時
30

分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内
容
＝

市
児
童
育
成
計
画
の
骨
子
案
に
つ

い
て□問

社
会
福
祉
課
�
50
―

６
０
７

９
平
成
12
年
度
千
葉
県
職
員
採
用

初
級
試
験
（
一
般
行
政
・
電
気
・

警
察
事
務
）、
県
市
町
村
立
学
校
事

務
職
員
採
用
初
級
試
験
お
よ
び
県

資
格
免
許
職
職
員
採
用
試
験

▽
受
付
期
間
＝
８
月
15
日
〜
30

日
９
時
〜
17
時
※
郵
送
の
場
合
は

30
日
消
印
有
効
▽
試
験
の
日
時
／

場
所
＝
９
月
24
日
�
８
時
30
分

（
受
け
付
け
）
〜
／
日
本
大
学
生
産

工
学
部
津
田
沼
校
舎
（
習
志
野
市
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
県
人
事
委
員
会
�
０
４
３
―

２
２
３
―

３
７
１
３

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

▽
受
付
期
間
＝
８
月
10
日
�

（
消
印
有
効
）
ま
で
▽
試
験
日
＝
９

月
24
日
�
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
□問
海
上
保
安
庁
千
葉
ロ
ラ
ン
セ

ン
タ
ー
�
０
４
３
―

２
４
８
―

９
７

３
１

縦
　
　
覧

★
流
山
都
市
計
画
事
業
木
地
区

一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

の
事
業
計
画
の
変
更
の
縦
覧

▽
期
間
／
時
間
＝
８
月
５
日
�

〜
18
日
�
／
９
時
〜
17
時
▽
場

所
＝
県
住
宅
供
給
公
社
流
山
開
発

事
務
所
（
�
58
―

２
１
３
６
）
※

縦
覧
に
供
さ
れ
た
事
業
計
画
の
変

更
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
利
害
関

係
者
は
、
９
月
１
日
ま
で
、
県
知

事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
提
出
先
は
〒
２
６
０

―

８
６
６
７
県
都
市
部
都
市
整
備

課
へ□問

県
都
市
整
備
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

３
５
４
４

展
　
　
示

国
立
歴
史
民
族
博
物
館
企
画
展

示
【
北
の
島
の
縄
文
人
〜
海
を
越

え
た
文
化
交
流
〜
】

▽
期
間
／
時
間
＝
８
月
27
日
�

ま
で
（
月
曜
は
除
く
）
／
９
時
30

分
〜
17
時
▽
場
所
＝
国
立
歴
史
民

族
博
物
館
（
佐
倉
市
）
▽
内
容
＝

北
海
道
を
中
心
と
し
た
文
化
の
変

遷
な
ど
▽
入
館
料
＝
一
般
４
２
０

円
、
高
校
・
大
学
生
２
５
０
円
、

小
・
中
学
生
１
１
０
円

□問
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
�
０

４
３
―

４
８
６
―

０
１
２
３

県
立
関
宿
城
博
物
館
企
画
展

【
利
根
川
改
修
１
０
０
年
〜
20
世
紀

の
改
修
の
歴
史
を
振
り
返
る
】

▽
期
間
＝
８
月
12
日
�
〜
10
月

１
日
�
▽
入
館
料
＝
無
料

□問
県
立
関
宿
城
博
物
館
�
96
―

１
４
０
０

公共下水道は、周辺環境の美化や公共用水域
の水質保全に役立っています。
公共下水道の役割を理解していただき、早め
に公共下水道に接続しましょう。
なお、公共下水道への切り替え工事は、市指
定の下水道工事店しかできませんので、ご注意
ください。
□問下水道業務課�50－６０９６

公共下水道供用開始区域内の方へ
接続工事はお早めに

親
子
そ
ば
作
り
教
室
（
市
青
少

年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催
）

▽
期
日
／
内
容
＝
①
８
月
19
日

�
／
種
ま
き
②
11
月
ご
ろ
／
刈
り

取
り
③
12
月
ご
ろ
／
そ
ば
打
ち
・

試
食
▽
場
所
＝
小
山
小
の
近
く
の

畑
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
／
10
組

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
１
人
１

０
０
０
円
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に
「
そ
ば
作
り
教
室
参
加
希

望
」、
参
加
者
全
員
の
氏
名
（
子
ど

も
の
学
校
名
・
学
年
）、
住
所
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
８
月
８
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
教
育
委
員
会
青

少
年
課
へ
▽
そ
の
他
＝
詳
細
は
返

信
用
の
ハ
ガ
キ
で
通
知

□問
青
少
年
課
�
50
―

６
１
０
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト

▽
応
募
規
定
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
す
る
も
の
で
、
ア
マ
チ

ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
平
成
11
年
１

月
１
日
以
降
に
撮
影
し
た
未
発
表

の
も
の
と
す
る
。
サ
イ
ズ
は
キ
ャ

ビ
ネ
判
相
当
（
ネ
ガ
同
封
）
で
、

１
人
２
点
ま
で
応
募
可
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

□問
経
済
企
画
庁
国
民
生
活
局
余

暇
・
市
民
活
動
室
�
０
３
―

３
５

８
１
―

９
３
０
８

第
33
回
「
貯
蓄
の
作
文
」
コ
ン

ク
ー
ル

「
も
の
や
お
金
を
大
切
に
し
生

か
し
て
使
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を
題
材
と

し
、
４
０
０
字
づ
め
原
稿
用
紙
１

〜
３
枚
で
応
募
を
。

▽
応
募
資
格
＝
小
・
中
学
生
▽

締
め
切
り
＝
９
月
４
日
�
（
消
印

有
効
）
▽
送
り
先
＝
〒
１
０
０
―

８
０
５
１
毎
日
新
聞
社
学
生
新
聞

本
部
「
貯
蓄
の
作
文
」
係
へ

□問
貯
蓄
広
報
中
央
委
員
会
事
務

局
�
０
３
―

３
２
７
７
―

２
５
６
７

国
民
年
金
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

▽
内
容
＝
国
民
年
金
制
度
に
対

す
る
認
識
を
高
め
る
も
の
で
、
標

語
に
は
「
国
民
年
金
」「
基
礎
年

金
」「
年
金
」
等
の
字
句
を
入
れ
、

自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
る
（
１

人
２
点
ま
で
）
▽
応
募
方
法
＝
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

８
月
31
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
２
６
０
―

８
６
０
８
県
国
民
年

金
協
議
会
へ

□問
同
協
議
会
�
０
４
３
―

２
０

７
―

８
８
４
５

「（
仮
称
）
千
葉
県
男
女
共
同
参

画
計
画
」
骨
子
案
に
関
す
る
意
見

募
集県

で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
進

め
る
た
め
の
計
画
を
進
め
て
お
り
、

骨
子
案
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
骨
子

案
は
市
企
画
調
整
課
で
入
手
で
き

ま
す
。
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
県
男
女
共
同
参
画
課
�
０
４

３
―

２
２
３
―

２
３
７
２

福
祉
の
し
ご
と
実
践
学
習
会

▽
日
程
＝
①
講
義
…
８
月
26
日

�
〜
28
日
�
10
時
〜
16
時
②
実
習

…
８
月
29
日
�
〜
30
日
�
９
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
県
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
市
）
ほ
か
▽
対
象
／

定
員
＝
主
に
福
祉
系
以
外
の
学
生

や
非
自
発
的
離
職
者
で
社
会
福
祉

施
設
に
就
職
を
希
望
し
て
い
る

方
／
50
人
（
先
着
順
）
▽
申
し
込

み
＝
８
月
７
日
か
ら
電
話
で
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

□問
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
�
０

４
３
―

２
４
８
―

１
２
９
４

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

▽
日
時
＝
８
月
26
日
�
13
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
船
橋
中
央
公
民
館

▽
費
用
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
会
場
で
受
け
付
け
※
弁
護
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
医
療
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に
対
応

□問
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
�
０

４
３
―

２
２
５
―

４
５
６
７

お
も
い
祭
（
夏
祭
り
）
＝
８
月

５
日
�
（
雨
天
の
場
合
は
６
日
）

17
時
〜
21
時
、
つ
つ
じ
園
。
盆
踊

り
、
摸
擬
店
な
ど
□問
つ
つ
じ
園
�

47
―

２
９
４
１

ス
ズ
虫
交
換
会
＝
８
月
20
日
�

14
時
〜
15
時
、
文
化
会
館
。
希
望

者
に
は
頒
布
も
あ
り
□問
坂
本
�
58

―

２
１
８
８

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

県市町村交通災害共済・市火災共済
加入申し込み受け付け中

万一の交通事故や火災のとき手助けとなる共

済制度―。現在「千葉県市町村交通災害共済」

と「流山市火災共済」の加入申し込みを受け付

け中です。

□問生活安全課�50－６０７８

流
山
吟
詠
会
＝
毎
週
火
曜
19
時

〜
21
時
、
毎
週
金
曜
10
時
〜
12
時
、

主
に
江
戸
川
台
福
祉
会
館
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
２
０
０

０
円
□問
海
藤
�
52
―

４
５
２
５

エ
ア
ロ
ビ
サ
ー
ク
ル
（
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操
）
＝
毎

週
土
曜
19
時
〜
20
時
30
分
、
主
に

初
石
公
民
館
。
入
会
金
２
０
０
０

円
、
月
会
費
３
０
０
０
円
□問
坂
上

�
53
―

４
３
３
２

実
践
体
育
学
研
究
会
（
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
）
＝
毎
週
木
曜
13
時
〜

14
時
、
主
に
南
福
祉
会
館
。
定
員

10
人
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、
月

会
費
３
０
０
０
円
□問
中
村
�
55
―

２
８
８
８

ピ
ュ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
＝
ス
キ

ー
競
技
を
志
す
ク
ラ
ブ
、
合
宿
あ

り
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
年
会

費
３
０
０
０
円
□問
内
田
�
59
―

１

７
０
２

若
葉
サ
ー
ク
ル
（
卓
球
）
＝
第

１
・
２
日
曜
９
時
〜
11
時
、
東
部

公
民
館
□問
鷲
尾
�
45
―

３
３
３
８

健
康
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
の
会
＝

毎
週
火
曜
10
時
〜
12
時
、
南
流
山

セ
ン
タ
ー
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

月
会
費
２
５
０
０
円
□問
大
橋
�
59

―

６
２
８
８



（７） 平成12年８月１日（火曜日） 第９７５号

tttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t

※必ず住所・氏名を明記してください

が
、
よ
り
良
い
道
、
安
全
な
道
に

す
る
た
め
、
道
路
台
帳
に
は
、
住

民
の
戸
籍
の
よ
う
に
路
線
ご
と
に

道
路
の
長
さ
や
幅
、
更
に
は
道
路

の
整
備
状
態
な
ど
が
書
き
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

市
道
は
昨
年
度
一
年
間
に
、
三

十
二
路
線
、
約
三
キ
ロ
延
長
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
市
が
新
た
に

造
っ
た
道
路
の
ほ
か
、
不
動
産
業

者
の
造
成
し
た
住
宅
団
地
内
の
私

道
な
ど
が
、
市
道
に
な
っ
た
も
の

で
す
。

定
期
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
、

生
け
垣
が
道
路
に
は
み
出
し
、
道

路
の
幅
を
狭
め
、
歩
行
者
や
自
転

車
の
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

よ
う
な
現
場
が
あ
れ
ば
、
交
通
事

故
防
止
に
と
、
枝
を
切
る
よ
う
指

導
し
ま
す
。
ま
た
、
道
路
ま
で
商

品
を
陳
列
し
、
通
行
を
妨
げ
て
い

る
商
店
な
ど
に
注
意
を
促
す
の
も

道
路
管
理
課
の
仕
事
で
す
。
電
柱

に
無
許
可
で
立
て
掛
け
ら
れ
た
看

板
や
広
告
に
も
困
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
撤
去
す
る
仕
事
も
し
て
い

ま
す
。

市
道
に
立
て
ら
れ
て
い
る
電
柱

な
ど
の
占
用
料
金
と
し
て
、
市
に

は
年
間
七
千
万
円
程
度
の
収
入
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
道
路
の
維

持
管
理
費
だ
け
で
年
間
約
五
億
円

の
支
出
が
あ
る
た
め
、
当
然
そ
の

収
入
だ
け
で
は
維
持
管
理
で
き
な

い
の
が
現
状
で
す
。

八
月
は
�
道
路
を
守
る
月
間
�
ま

た
、八
月
十
日
は
�
道
路
の
日
�
で

す
。
市
で
も
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
を
計
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

道
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
財
産

で
す
。
道
路
を
大
切
に
し
、
感
謝

す
る
と
共
に
、
日
ご
ろ
か
ら
通
行

の
妨
げ
に
な
る
も
の
や
、
景
観
上

好
ま
し
く
な
い
看
板
な
ど
の
掲
出

は
し
な
い
・
さ
せ
な
い
な
ど
注
意

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

市役所第2庁舎2階
�50－6093

～道路管理課～

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と

い
う
考
え
方
を
支
持
す
る
人
は
、

男
女
と
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
夫
婦
が

共
働
き
の
家
庭
で
も
女
性
（
妻
）

が
家
事
の
多
く
を
担
っ
て
い
る
こ

と
が
最
近
の
調
査
か
ら
も
わ
か
っ

て
お
り
、
建
て
前
と
現
実
に
差
が

あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

親
な
ど
身
近
な
大
人
の
こ
う
し

た
日
常
は
、
女
の
子
に
「
女
は
家

庭
を
持
っ
た
ら
、
料
理
や
洗
た
く

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
意

識
さ
せ
、
男
の
子
は
「
大
人
に
な

っ
た
ら
家
庭
を
支
え
る
た
め
に
働

か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え

を
刷
り
込
む
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

普
段
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
女

の
子
と
男
の
子
を
何
気
な
く
区
別

し
て
い
ま
せ
ん
か
。
家
庭
で
、
子

ど
も
に
食
事
の
支
度
や
掃
除
な
ど

家
事
分
担
を
さ
せ
た
方
が
い
い
と

考
え
る
人
も
、
女
の
子
に
は
「
お

手
伝
い
を
す
る
良
い
子
に
」
と
思

う
の
に
、
男
の
子
に
は
「
お
手
伝

い
は
ほ
ど
ほ
ど
に
、
勉
強
優
先
で
」

と
言
っ
て
し
ま
う
な
ど
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
エ
プ
ロ

ン
姿
で
食
事
の
支
度
を
す
る
母
親

や
お
手
伝
い
を
す
る
女
の
子
、
食

べ
る
の
は
父
親
な
ど
男
性
と
い
う

場
面
が
放
送
さ
れ
、
そ
れ
を
見
続

け
て
育
つ
子
ど
も
に
与
え
る
影
響

は
少
な
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
親
や
周
囲
の
大
人
た

ち
の
意
識
や
期
待
、
影
響
な
ど
で
、

「
女
は
こ
う
す
べ
き
」
や
「
男
は

こ
う
い
う
も
の
」
な
ど
の
考
え
方

が
子
ど
も
た
ち
に
無
意
識
に
引
き

継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

毎
日
の
生
活
や
人
間
関
係
に
何

気
な
く
組
み
込
ま
れ
て
い
る
「
女

ら
し
さ
」
や
「
男
ら
し
さ
」
と
い

っ
た
社
会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら

れ
た
性
差
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
い

ま
す
。

私
た
ち
の
意
識
や
行
動
を
見
直

し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
こ
だ
わ
ら

な
い
で
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
女

性
も
男
性
も
そ
の
性
別
で
差
別
さ

れ
た
り
、
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く

生
き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
社
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

【
相
談
事
例
】

①
胃
腸
病
や
冷
え
性
、
低
血
圧
で

悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
販
売
員
か
ら

電
位
治
療
器
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
使
え
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気

が
治
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
当

で
し
ょ
う
か
。

②
腰
痛
に
悩
ん
で
い
た
七
十
歳
の

母
は
、
新
聞
の
折
り
込
み
広
告
を
見

て
電
位
治
療
器
の
無
料
体
験
に
行
き

ま
し
た
。
会
場
で
は
「
こ
れ
を
使
用

す
る
と
、
腰
痛
、
高
血
圧
な
ど
あ
ら

ゆ
る
病
気
に
効
く
」
と
説
明
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
母
は
購
入
を
考
え
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
本
当
に
効
く
の
で

し
ょ
う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

電
位
治
療
器
は
、
家
庭
用
医
療
器

具
の
一
つ
で
、
病
気
の
治
療
や
予
防

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
用
医
療

器
具
に
は
、
ほ
か
に
低
周
波
治
療
器
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
器
、
指
圧
代
用
器
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
電
位
治
療
器
は
、
厚
生
省

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
医

療
器
具
で
す
。
承
認
を
受
け
た
も
の

は
、
承
認
番
号
が
付
け
ら
れ
、
一
定

の
効
能
・
効
果
を
う
た
う
こ
と
を
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
位
治
療
器
の

効
能
・
効
果
は
「
肩
こ
り
、
頭
痛
、

不
眠
症
、
慢
性
便
秘
」
で
す
。

医
療
器
具
は
普
通
の
商
品
と
違

い
、
人
体
に
直
接
作
用
し
、
影
響
を

与
え
る
も
の
で
す
か
ら
、
特
定
の
病

気
に
か
か
っ
て
い
る
人
が
使
用
す
る

と
危
険
で
す
。電
位
治
療
器
の
場
合
、

身
体
の
中
に
金
属
を
い
れ
て
い
る
方

（
心
臓
病
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
）

は
使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
熱
の
あ
る

方
や
妊
娠
中
の
方
は
、
必
ず
医
師
へ

の
相
談
が
必
要
で
す
。
販
売
員
の
中

に
は
、
医
師
の
よ
う
に
身
体
を
触
っ

て
診
断
し
、
医
療
器
具
を
勧
め
る
人

が
い
ま
す
が
、素
人
療
法
に
頼
る
と
、

逆
に
病
気
を
重
く
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

電
位
治
療
器
の
効
能
・
効
果
は
、

前
記
の
四
つ
で
す
か
ら
、
決
し
て
あ

ら
ゆ
る
病
気
に
効
く
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。購
入
に
際
し
て
は
、

過
大
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
使
用
目
的
を
よ
く
考
え
て
決

め
ま
し
ょ
う
。

電位治療器は使用目的を考えて

原稿は直接
選者へお送
りください

俳句プ
ー
ル
開
き
先
ず
校
長
が
犬
泳
ぎ
　
　
美
　
　
　
田
　
山
田
　
敬
司

ゆ
か
た
着
て
妻
の
う
な
じ
の
う
す
ほ
く
ろ
松
　
ケ
　
丘
　
皆
川
　
春
安

塩
梅
は
い
つ
も
不
安
よ
梅
漬
け
て
　
　
東
　
初
　
石
　
鈴
木
美
津
子

連
山
に
雲
か
さ
な
り
て
梅
雨
明
け
ぬ
　
西
　
初
　
石
　
斉
藤
登
志
子
　

水
替
え
て
魂
入
れ
る
水
中
花
　
　
　
　
野
　
々
　
下
　
大
野
　
和
子

【
評
】
一
句
目
　
如
何
に
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
光
景
で
あ
る
。
校
長
が

犬
泳
ぎ
と
い
う
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
サ
ー
ビ
ス
満
点
の
泳
法
を
見
せ

て
く
れ
て
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
が
大
い
に
沸
き
上
が
っ
た
光
景
が
想
像
さ

れ
る
。
二
句
目
　
ち
ょ
っ
と
色
っ
ぽ
い
浴
衣
姿
で
あ
る
。
ほ
く
ろ
の
位
置

や
う
す
い
色
合
い
が
印
象
に
残
る
。
季
節
感
も
十
分
で
あ
る
。
三
句
目

梅
漬
け
の
頃
合
い
の
苦
心
さ
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
特
に

梅
漬
け
は
塩
加
減
と
夜
干
し
に
工
夫
が
い
る
。
過
程
の
不
安
な
心
を
覗

か
せ
て
い
る
。
四
句
目

い
よ
い
よ
梅
雨
明
け
の
連
山
で
あ
る
。
雲
を

重
ね
棚
引
か
せ
て
景
を
大
き
く
描
き
、
梅
雨
明
け
の
心
の
安
堵
を
句

に
仕
上
げ
て
い
る
。
五
句
目
　
句
柄
が
如
何
に
も
水
中
花
を
生
き
も
の

の
よ
う
に
あ
つ
か
っ
て
水
替
え
に
よ
る
色
合
い
が
生
き
生
き
し
て
き
た

様
子
が
清
々
し
い
。
一
服
の
小
さ
な
絵
の
世
界
を
構
成
し
て
い
る
。

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌霊
園
に
並
ぶ
数
多
の
墓
石
よ
り
怨
み
つ
ら
み
の
洩
れ
く
る
如
し

江
戸
川
台
東
　
桜
木
　
　
勝

耳
朶（
じ
だ
）深
く
叫
び
続
け
し
戦
友
の
名
も
空
し
か
り
遺
さ
れ
ぬ
吾
は

西
　
初
　
石
　
岡
田
正
五
郎

わ
が
妻
の
面
影
ま
ぶ
た
に
浮
か
び
き
て
故
里
の
墓
に
頭（
ず
）を
た
れ
に
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
初
　
石
　
柴
　
　
敏
治

【
評
】
桜
木
氏
　
霊
園
の
イ
メ
ー
ジ
を
魍
魎
（
も
う
り
ょ
う
）
化
し
て
の
魂

の
さ
ま
よ
い
が
、
重
く
脹
れ
上
り
、
墓
石
に
内
包
さ
れ
た
怨
念
の
如
し
の

直
喩
を
、
一
歩
退
き
「
虚
し
き
ば
か
り
」
と
表
出
す
る
事
で
、
歌
に
奥
行

と
広
が
り
が
出
る
。
又
洩
れ
く
る
怨
を
具
体
で
示
す
こ
と
。
岡
田
氏
　
原

作
〈
耳
奥
で
叫
び
続
け
て
六
十
年
世
紀
変
れ
ど
戦
友
は
帰
ら
ず
〉
叫
び
続

け
た
六
十
年
の
内
容
を
具
体
的
に
示
す
、
世
紀
の
変
り
目
、
六
十
年
は
同

義
語
と
な
る
。
柴
氏
　
原
作
〈
故
里
の
墓
の
石
碑
に
手
を
合
す
妻
の
面
影

ま
ぶ
た
に
浮
か
ぶ
〉
盆
月
の
妻
恋
は
常
に
類
型
的
で
あ
り
、
角
度
を
変
え

て
詠
む
試
み
、
表
現
の
一
例
を
前
出
し
て
あ
る
。

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

あ
の
時
　
　
西
初
石
　
　
岡
田
正
五
郎

夏
祭
り
の
花
火
に

心
が
い
た
ん
だ

昔
　
南
海
の
夜
の
空
に

交
錯
し
た

曳
光
弾
と
同
じ
光
な
の
だ

ど
こ
か
で

遠
花
火
の
に
ぶ
い
音

あ
れ
も
　
何
千
人
も
の
生
命
を

積
ん
だ
船
が

魚
雷
を
受
け
て
海
底
に
消
え
た

あ
の
時
の
音
な
の
だ

独
り

世
代
の
落
差
に
戸
惑
い
な
が
ら

ひ
っ
そ
り
生
き
て
い
る
の
は

あ
の
時
の
私
で
す

宮
田
登
美
子
　
選
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
‐
109
）

【評】広島、長崎の原爆投下と終戦、八月はと
りわけ悲惨な戦争の傷痕が疼く月です。戦
前、戦後を生きてきた世代には急速に変わっ
ていく生活やものの考え方等々、ついて行け
ない感があって当然なのでしょう。作者は美
しい花火にも忌まわしい記憶が甦る哀しさ、
動かしがたく在る違和感を捉えてシニカルに
自己を見つめる寂しさが伝わって来ます。

流
山
市
に
は
、
二
千
九
百
六
十

六
路
線
の
市
道
が
あ
り
、
そ
の
長

さ
は
五
百
九
十
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
す
。

こ
れ
は
新
幹
線
で
東
京
か
ら
新

神
戸
ま
で
の
距
離
五
百
八
十
九
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
よ
り
一
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
長
い
距
離
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
国
道
・
県
道
・
有
料

道
路
な
ど
全
部
合
わ
せ
る
と
総
延

長
は
六
百
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
な
り
ま
す
。

市
道
に
は
、
街
路
樹
を
植
え
た

広
い
歩
道
の
あ
る
道
路
か
ら
、
田

ん
ぼ
の
中
の
す
れ
違
い
の
で
き
な

い
よ
う
な
細
い
農
道
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
市
道
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ら
す
べ
て
の
道
路
を
含
め
た
市
道

の
舗
装
率
は
九
十
一
パ
ー
セ
ン
ト

と
非
常
に
高
い
数
値
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
市
道
の
財
産
管
理
を
し
て

い
る
の
が
、
土
木
部
道
路
管
理
課

で
す
。
課
長
、
課
長
補
佐
、
道
路

管
理
係
三
人
、
路
政
係
二
人
、
道

路
台
帳
整
備
係
四
人
の
十
一
人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
を
造
れ
ば
便
利
に
な
り
ま
す

Vol.3

大人を見て子どもはジェンダーを意識

まさかこんな風では…

道路への
はみだし厳禁
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地域の話題をおしえてください。
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7月16日、江戸川河川敷で、流山市と松戸市の消防団員による水防訓練
が行われました。この訓練は江戸川水系を抱える両市団員の技術の向上と
水防体制の整備を図ることを目的に隔年毎に行っています。陸上自衛隊松
戸駐屯地からの応援を含め総勢200人が参加し、「五徳縫い」、「釜段工」な
どの水防工法の訓練をしました。

「まるで新品！」塗装業協会の皆
さ ん が ボ ラ ン テ ィ ア で
校 門 な ど を お 色 直 し

三
十
四
・
九
度
の
猛
暑
と
な
っ
た
七
月
二
十
三
日
、
流
山
市
塗
装
業

協
会
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
東
深
井
小
学
校
の
校
門
と
渡
り

廊
下
を
塗
り
直
し
て
く
れ
ま
し
た
。
三
種
類
の
は
け
を
器
用
に
使
い
分

け
る
様
子
は
、
ま
さ
に
長
年
培
っ
て
き
た
職
人
技
。
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が

ら
の
作
業
に
よ
り
、
み
る
み
る
間
に
新
し
い
も
の
の
よ
う
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
協
会
発
足
後
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市観光写真
コンクール

市
観
光
協
会
が
募
集
し

て
い
た
第
二
十
九
回
流
山

市
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

の
応
募
作
品
百
十
八
点
を

今
月
十
日
か
ら
二
十
四
日

ま
で
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

な
お
今
回
は
、
応
募
作

品
の
中
か
ら
、
皆
さ
ん
の

投
票
に
よ
り
観
光
協
会
賞

を
決
定
し
ま
す
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ゆったり、のんびり、楽々とをバスパックツアーで！�
スペシャル�

①バスパックツアーの場合

a,バス代等・3,800円

b,宿泊費・6,350円～

計（a＋b）×2人＝20,300円

②個人で自家用車の場合

a,交通費・流山IC～四倉IC往復9,000円

b,宿泊費・6,350円～

c,その他・ガソリン代6,000円

計＝a＋（b×2人）＋c＝29,700円

申し込み問い合わせ
コミュニティ課　�50－6076

万 一 に 備 え
水 防 訓 練 に 汗

梅雨明け間近の7月16日、市少年サッカー大会の決勝
戦が上耕地グラウンドで行われました。全員が一丸とな
り、2年連続の総合優勝をしたのは、ペガサスJFC。スピ
ード感あるドリブル、正確なパスワーク、そして切れの
あるシュートで優勝のゴールを決めました。目指せ、Jリ
ーガー！！
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東部中学校の全校生徒が地域ボランティア活動を行いまし
た。思いやりの心を育て、福祉の精神を養うことを目的とし
て始まったこのボランティア活動も今年で7年目。当日は、
公園や神社などで汗まみれになってのごみ拾いや草むしり。
また、保育所で子どもたちと悪戦苦闘する姿がとても印象的
でした。

第2回姉妹都市交流俳句ツアー
本市の姉妹都市である相馬市と、いろいろ
な分野で交流を広げようと「姉妹都市交流ツ
アー」を行っています。今回は「俳句ツアー」。
相馬市の俳句愛好家と交流します。
奮って、ご参加ください。

◎料金11,000円（税込み）
●１泊４食付き

※60歳以上の方は、10,500円

●日 　 程 平成12年９月５日�～６日�
●コ － ス
１日目　松ケ丘交通機動隊前（7：00）－南流山

駅東口（7：20）－流山市役所（7：30）－
初石公民館（7：45）－江戸川台駅西口
（8：00）－相馬ユ－トピア（昼食）－中
村神社、松川浦にて作句－相馬ユ－ト
ピア（相馬市民との親睦会）

２日目　相馬ユ－トピア（9：00）－三春－流山
●講　　師 水見壽男さん（俳誌「悠」主宰ホト

トギス同人）
●定　　員 40人（最少催行人員30人）
●申込締切 ８月25日�定員になり次第締め切り
●申込方法　電話でコミュニティ課へ

①と②の差額は7,400円、ひとり3,700円もお得で、しかも現地までバスに揺られてひとねむり！

バスパックツアーはこんなにお得！

相馬ユートピアへは行きたいが、車の運転には自
信がないし、電車ではちょっと―こうした声にお
こたえして、相馬ユートピアに１泊で行くバスパッ
クツア－。
バス料金と保険料、１泊２食宿泊費を支払えば、
民間バスが市内数か所を回り、相馬ユートピアへと
向かいます。
お誘い合わせのうえ、ぜひ、ご利用ください。
※日程、コースは下記のとおり
出 発 日 平成12年９月12日、10月10日、11月

14日、12月12日、平成13年１月９日、
２月13日、３月13日※いずれも火曜日

コ ー ス 【１日目】流山－相馬ユートピア（自
弁昼食）－松川浦－中村神社－百尺
観音－相馬ユートピア泊
【２日目】相馬ユートピア－野馬追の
里歴史民俗博物館－小名浜(自弁昼
食）－流山

費　　　用 バス料金３,５００円（税込み）、旅行
保険３００円（税込み）、宿泊費６,３
５０円～（60歳以上の方割引有、子
ども３,６４７円～）※出発日の前日
から起算して７日前からの取り消し
はキャンセル料がかかります

部屋割り 原則として４人１室としますが、３
人以上のグループは１室利用できま
す※申し込み状況によっては、男女
別に調整させていただく場合があり
ます

定　　　員 40人（最少催行人員30人）
主　　　催 東急観光（運輸大臣登録旅行業一般

第38号）
申し込み 電話で東急観光�0471－63－１６３１へ
※申込締切 出発日の前日から起算して14日前
後　　　援 流山市

★夫婦の場合の一例です


